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釣り人だから見えてくる北海道の今

… f
川や海､森や湖に触れる機会が多い釣り人は、

動植物たちの次に､理境の変化に

敏感でいられる存在なのかもしれない．

だからこそ､できること、

やらなければならないことがある……

＆

自然の川を取り戻すために……
一一｡一一一一 一一一一一一一－
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｢こんなところに､またダムができたのか……」
釣り人なら誰しも､1度や2度はそんな経験があるはずだ。

その時あなたは､｢このダムは本当に必要なのか｣と考えたことがあるだろうか
ダム計画はこれまで､知らないうちに工事が進められ、{
魚の減少や河川環境の変化に気づいた時には手遅れということが多かった。
しかし近年､ダム建設を見直す動きが活発化している。
見直しの追い風が吹く今､釣り人にできることはないだろうか…，｡.。
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月
下
旬
函
館
市
民
の
間
か
ら
建
設
に

■
■
■
疑
問
の
声
が
あ
が
っ
て
い
た
、
松
倉
ダ

ム
の
「
計
画
中
止
」
が
決
ま
っ
た
。
こ
れ
で
、

道
の
「
時
の
ア
セ
ス
メ
ン
ド
」
の
対
量
塞
争
業
に

な
っ
た
白
老
、
ト
マ
ム
、
払
倉
の
各
ダ
ム
計
画

は
、
い
ず
れ
も
姿
を
消
す
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
数
年
、
全
国
的
に
ダ
ム
建
設
を
見
直
す

動
き
が
加
速
し
て
い
る
。
河
川
法
が
改
正
さ
れ

た
り
、
公
共
事
業
を
再
評
価
す
る
「
時
の
ア
セ

ス
」
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
も
登
場
し
た
。
計
画

を
た
て
れ
ば
必
ず
ダ
ム
が
で
き
る
、
と
い
う
時

代
は
幕
を
閉
じ
つ
つ
あ
る
。

し
か
し
、
「
黙
っ
て
い
て
も
ダ
ム
建
設
が
見
直

さ
れ
る
の
か
」
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
違
う
。
別

項
の
図
の
よ
う
に
、
道
内
に
は
ま
だ
ま
だ
た
く

さ
ん
の
ダ
ム
計
画
が
あ
る
。
人
里
離
れ
た
場
所

な
だ
け
に
、
知
ら
な
い
う
ち
に
工
事
が
進
め
ら

れ
た
り
、
釣
り
人
が
魚
の
減
少
や
河
川
環
境
の

変
化
に
気
づ
い
た
と
き
に
は
手
遅
れ
、
と
い
う

話
も
多
い
。

そ
う
な
ら
な
い
た
め
の
第
１
歩
と
し
て
、
道

内
の
ダ
ム
事
業
の
現
状
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め

た
い
。
ま
ず
は
ダ
ム
の
定
義
に
つ
い
て
。

河
川
を
横
断
す
る
構
造
物
の
う
ち
、
基
礎
地

盤
か
ら
堤
頂
ま
で
の
高
さ
が
喝
、
以
上
の
も
の

を
夛
ム
」
と
い
い
、
そ
れ
よ
り
も
低
い
「
堰

つ
ま
り
、
釣
り
人
に
と
っ
て
は
、
魚
の
行
き

来
を
阻
む
だ
け
の
ダ
ム
で
あ
っ
て
も
、
行
政
の

縄
張
り
や
建
設
の
目
的
、
管
理
者
な
ど
に
よ
っ

て
、
担
当
窓
口
が
ま
ち
ま
ち
な
の
だ
。
こ
の
こ

と
は
、
後
述
の
よ
う
な
、
行
政
機
関
な
ど
に
要

望
し
た
り
す
る
と
き
の
留
意
点
に
な
る
の
で
覚

え
て
お
い
て
ほ
し
い
。

ダ
ム
の
型
式
は
、
堤
体
に
使
用
す
る
材
料
に

よ
っ
て
『
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
」
と
『
フ
ィ
ル

ダ
ム
』
に
分
類
さ
れ
る
。

前
者
に
は
、
重
力
式
（
定
山
渓
ダ
ム
や
滝
里

ダ
ム
な
ど
多
数
）
、
ア
ー
チ
式
（
豊
平
峡
ダ
ム
）
、

中
空
重
力
式
（
金
山
ダ
ム
）
な
ど
が
あ
る
。
後

者
に
は
、
堤
体
に
砕
石
な
ど
を
使
っ
た
ロ
ッ
ク

フ
ィ
ル
ダ
ム
（
大
雪
ダ
ム
、
十
勝
ダ
ム
な
ど
）
、

土
を
盛
っ
た
ア
ー
ス
ダ
ム
（
小
規
模
の
農
業
用

た
め
池
に
多
い
）
が
あ
る
。
「
釣
り
に
ダ
ム
の
型

式
は
関
係
な
い
」
と
思
う
か
も
し
れ
な
い
が
、

知
っ
て
お
く
と
便
利
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
ダ
ム
の
ほ
と
ん
ど
に
は
、
魚
道
が

設
置
さ
れ
て
い
な
い
。
生
ま
れ
故
郷
の
川
に
帰

っ
て
産
卵
す
る
サ
ケ
科
の
魚
に
と
っ
て
、
ダ
ム

は
致
命
的
な
打
撃
を
与
え
る
。

現状を知る
ことから

始めよう
ダム齢面の中止が決まり､松倉川の涜流は守られた

前
溌
溌
鯲
鯲
霊
鰯

な
い
。
砂
防
ダ
ム
の
所
在
地
や
規
模
、
建
設
年

な
ど
を
整
理
し
た
資
料
は
な
く
、
全
容
を
把
握

し
て
い
る
行
政
マ
ン
も
い
な
い
ｌ
と
い
う
不

可
思
議
な
状
況
で
、
ま
と
め
よ
う
が
な
い
の
だ
。

ダ
ム
は
、
川
の
流
水
を
一
時
的
に
貯
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
か
ん
が
い
用
水
や
水
道
水
を
供

給
し
た
り
、
電
力
を
起
こ
し
た
り
し
て
、
生
活

に
恩
恵
を
与
え
て
い
る
。
し
か
し
一
方
で
、
ダ

ム
は
川
が
本
来
も
っ
て
い
る
自
然
の
機
能
を
断

ち
切
り
、
山
と
海
を
結
ぶ
生
態
系
を
壊
す
も
の

で
も
あ
る
。
こ
の
相
反
す
る
事
実
に
思
い
を
め

ぐ
ら
せ
、
私
た
ち
の
生
活
の
あ
り
よ
う
を
問
い

な
お
し
て
み
た
い
。

上
流
か
ら
流
れ
込
ん
だ
土
砂
は
ダ
ム
で
せ
き

止
め
ら
れ
て
、
湖
底
に
堆
種
し
て
い
く
（
『
堆
砂
」

と
い
う
）
。
沙
流
川
に
あ
る
北
電
の
岩
知
志
ダ
ム

は
、
完
成
か
ら
釦
数
年
に
し
て
、
堆
砂
で
ほ
ぼ

埋
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
ダ
ム
の
設
計
時
に
は
１

０
０
年
間
の
堆
砂
戯
を
試
算
す
る
が
、
上
流
域

の
森
林
、
地
質
、
地
形
の
状
態
で
た
ま
る
通
は

違
い
、
机
上
の
計
算
ど
お
り
に
は
な
ら
な
い
。

ま
し
て
や
、
５
０
０
年
、
１
０
０
０
年
た
っ
て

土
砂
で
埋
ま
ら
な
い
と
は
、
誰
も
保
証
で
き
な

堤
』
な
ど
と
区
別
さ
れ
る
。
道
内
に
は
現
在
、

既
設
分
と
計
画
・
建
設
中
の
も
の
を
合
わ
せ
る

と
、
２
０
Ｏ
近
い
ダ
ム
事
業
が
あ
る
。
こ
の
う

ち
３
分
の
１
ほ
ど
が
石
狩
川
水
系
に
あ
る
。

大
正
時
代
か
ら
建
設
が
始
ま
り
、
初
期
の
頃

は
水
田
の
か
ん
が
い
用
と
発
電
用
が
ほ
と
ん
ど

だ
っ
た
。
戦
後
に
な
る
と
、
治
水
と
利
水
の
機

能
を
併
せ
も
っ
た
多
目
的
ダ
ム
が
造
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
空
知
川
の
金
山
ダ
ム
（
礎
年
完
座

の
よ
う
に
３
０
０
戸
も
の
集
落
を
水
没
さ
せ
て

し
ま
う
巨
大
な
も
の
が
登
場
す
る
。
既
設
ダ
ム

の
事
業
目
的
は
、
か
ん
が
い
用
が
３
分
の
１
ほ

ど
を
占
め
て
お
り
、
発
電
ダ
ム
、
多
目
的
ダ
ム

の
順
で
つ
づ
く
。

ダ
ム
の
事
業
者
は
、
い
く
つ
も
に
分
か
れ
て

い
て
、
け
つ
こ
う
複
雑
だ
。

ま
ず
、
河
川
行
政
サ
イ
ド
で
は
、
石
狩
川
や

天
塩
川
な
ど
の
１
級
河
川
に
造
ら
れ
る
直
轄
ダ

ム
（
事
業
者
は
建
設
省
）
と
、
国
の
補
助
金
を

受
け
て
２
級
河
川
に
造
ら
れ
る
補
助
ダ
ム
（
同
、

道
建
設
部
）
に
分
か
れ
る
。
農
業
行
政
サ
イ
ド

で
は
、
農
林
水
産
省
と
道
農
政
部
の
ダ
ム
に
大

別
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
発
電
ダ
ム
は
北
海
道
電

力
や
電
源
開
発
な
ど
、
水
道
・
工
業
用
水
の
た

め
の
ダ
ム
は
道
や
自
治
体
な
ど
ｌ
と
入
り
組

ん
で
い
て
、
随
分
と
や
や
こ
し
い
。

ダム建設で
壊される
川の生態系 ダムの出現は､周辺の自然瑠境に多大な

影西を及ぼす｡遡河性の魚たちにとっては
致命的だ
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釣り

道
用
水
の
投
資
効
果
が
乏
し
い
実
態
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。

最
近
完
成
し
た
厚
沢
部
川
水
系
の
鶉
ダ
ム
は
、

受
益
農
家
か
ら
「
計
画
当
初
（
”
年
代
）
と
は

農
業
情
勢
が
変
わ
り
、
か
ん
が
い
用
水
は
い
ら

な
く
な
っ
た
」
と
そ
つ
ぼ
を
向
か
れ
た
。
農
水

省
の
か
ん
が
い
ダ
ム
に
は
類
似
の
ケ
ー
ス
が
多

く
、
徳
志
別
川
水
系
の
歌
登
ダ
ム
や
鬼
志
別
川

水
系
の
猿
払
ダ
ム
、
天
塩
川
水
系
の
雄
信
内
ダ

ム
な
ど
で
、
計
画
の
中
止
、
も
し
く
は
縮
小
の

流
れ
が
強
ま
っ
て
い
る
。
投
資
効
果
に
詰
め
の

甘
さ
が
あ
っ
た
、
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
だ
る

－
つ
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
国
の
財
政
赤
字
が
膨
ら
み
、

生
産
人
口
が
減
っ
て
い
く
瓢
悩
紀
に
は
、
「
無
用

の
長
物
」
と
化
し
、
重
荷
と
な
る
ダ
ム
が
増
え

る
ば
か
り
だ
。

公
共
事
業
に
対
す
る
依
存
度
の
高
さ
、
役
所

の
広
報
不
足
、
川
に
対
す
る
市
民
の
無
関
心
、

内
水
面
漁
業
者
が
少
な
い
ｌ
な
ど
の
要
因
が

重
な
り
、
道
内
に
は
数
百
も
の
ダ
ム
が
ひ
し
め

秋になるとゲートが閉ざされ､ダム下流の天塩川は渇水状態｡生態系が填されている

い
。

釣
り
人
な
ら
よ
く
分
か
る
こ
と
だ
が
、
土
砂

を
せ
き
止
め
る
の
で
、
ダ
ム
湖
の
上
流
で
は
河

床
が
上
昇
す
る
。
逆
に
下
流
で
は
、
土
砂
が
供

給
さ
れ
な
い
の
で
河
床
の
低
下
が
起
き
た
り
、

魚
の
生
息
環
境
が
激
変
す
る
（
北
海
道
で
は
あ

ま
り
聞
か
な
い
が
、
本
州
な
ど
で
は
海
岸
の
浸

食
も
報
告
さ
れ
て
い
る
）
。

ダ
ム
が
で
き
る
と
、
必
ず
水
質
が
悪
化
す
る
。

落
ち
葉
や
（
場
所
に
よ
っ
て
は
）
畜
産
・
家
庭

排
水
な
ど
が
ダ
ム
湖
に
流
れ
込
み
、
栄
養
塩
類

を
増
や
す
こ
と
に
な
る
。
恵
庭
市
の
漁
川
ダ
ム

で
は
、
水
質
悪
化
で
下
流
の
水
道
水
に
影
響
が

出
た
こ
と
が
あ
る
。

大
雨
で
流
入
し
た
濁
流
が
ダ
ム
湖
に
沈
降
し

な
い
、
「
濁
っ
た
ダ
ム
』
も
よ
く
見
か
け
る
。

道
南
の
知
内
ダ
ム
（
喫
年
完
成
）
で
は
、
ダ

ム
湖
に
た
ま
っ
た
シ
ル
ト
質
の
土
砂
が
雨
が
降

る
と
一
気
に
流
れ
だ
し
、
知
内
川
の
サ
ケ
が
上

流
ま
で
遡
上
し
な
く
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
漁

業
者
は
困
っ
た
。
留
萌
の
小
平
ダ
ム
（
唖
年
完

成
）
で
は
、
ダ
ム
湖
の
濁
り
が
長
期
化
し
、
町

に
よ
る
ワ
カ
サ
ギ
放
流
に
支
障
が
出
て
、
「
ダ
ム

観
光
の
一
助
に
」
と
い
う
地
元
の
目
算
が
狂
っ

た
。
上
磯
ダ
ム
（
蜘
年
完
成
）
で
も
、
下
流
の

水
の
濁
り
が
長
期
化
し
た
。
か
ん
が
い
ダ
ム
の

山
數
窪
霊
蕊
蕊

せ
る
た
め
に
、
い
ま
、
釣
り
人
や
市
民
が
で
き

◎
ダ
ム
予
定
地
の
流
域
を
調
べ
よ
う

釣
り
を
し
て
い
て
も
、
流
域
を
志

な
い
こ
と
が
多
い
。
川
の
状
態
や
哩

る
こ
と
を
考
え
て
み
た
い
。

い
て
い
る
。
川
左
号
よ
く
知
っ
て
い
る
は
ず
の
釣

り
人
に
も
、
”
ダ
ム
王
国
〃
に
さ
せ
て
し
ま
っ
た

責
任
の
一
端
が
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
？

見直しを
求めるため

本誌Vo1.1で蟹介したサンルダムの建股予定地｡地元住民の問か
らは､サンルダム針面に対する見匝しの要望が出されている

巳
、
流
域
を
あ
ま
り
知
ら

川
の
状
態
や
生
息
魚
種
、
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水
抜
き
に
伴
う
濁
流
に
よ
る
漁
業
被
害
の
報
告

も
各
地
に
あ
る
。

釣
り
人
が
気
に
な
る
生
態
系
へ
の
影
響
に
つ

い
て
、
ま
と
ま
っ
た
報
告
は
な
い
。
し
か
し
、

巨
大
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
砕
石
の
壁
が
何
を
も

た
ら
す
か
…
…
。
そ
れ
は
自
明
の
こ
と
だ
。
ア

メ
リ
カ
で
は
、
か
な
り
の
高
さ
の
ダ
ム
に
魚
道

を
設
置
し
た
と
の
話
を
聞
く
が
、
日
本
で
は
印

、
ク
ラ
ス
へ
の
設
置
例
は
な
い
。
最
近
、
今
金

町
の
美
利
河
ダ
ム
（
Ⅷ
年
完
成
・
高
さ
釦
、
）

に
道
開
発
局
が
魚
道
を
設
置
す
る
構
想
を
練
っ

て
い
る
ｌ
と
の
報
道
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
も

さ
ま
ざ
ま
な
試
行
錯
誤
が
予
想
さ
れ
る
。

大雪ダﾑの逮股によって300ヘクタール近ぃ森林地帯
が水没した｡崩落した斜面から､土砂が湖に流れ込むく同
ダムの上漉部）岩尾内ダムの湖底から姿を現わした水田などの跡

|ﾛ
イ

ダ
謹
埴
然
雲
の
面
だ
け
に
＆

ダ
ム
建
設
で
集
落
の
水
没
移
転
が
生
じ
る
と
、

そ
れ
が
波
及
し
て
地
域
が
さ
び
れ
る
。
そ
う
で

な
く
と
も
、
ダ
ム
が
で
き
る
の
は
過
疎
の
町
だ
。

金
山
ダ
ム
で
は
１
１
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
ま
り
、

朝
日
町
の
岩
尾
内
ダ
ム
（
天
塩
川
水
系
）
で
は

１
７
０
戸
の
集
落
と
５
４
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ
ど

の
土
地
が
水
没
。
農
林
業
の
衰
退
と
過
疎
化
に

拍
車
を
か
け
た
。

巨
費
が
投
じ
ら
れ
る
大
型
の
ダ
ム
で
も
、
工

事
に
伴
う
「
ダ
ム
景
気
」
は
３
～
４
年
で
終
わ

る
。
工
事
は
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
の
独
瑠
場
で
、
地

元
の
業
者
の
出
番
は
少
な
い
。
経
済
的
な
波
及

効
果
は
一
時
的
な
も
の
だ
。
地
元
自
治
体
は
公

共
事
業
に
頼
っ
て
し
ま
堕
町
づ
く
り
の
活
力

が
弱
ま
る
。
そ
し
て
、
地
域
は
衰
え
る
方
向
に

進
ん
で
い
く
。

ダ
ム
事
業
に
は
、
こ
れ
ら
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を

上
回
る
投
資
効
果
が
必
要
だ
。
そ
こ
で
初
め
て
、

自
然
と
折
り
合
い
を
つ
け
ら
れ
る
は
ず
だ
が
、

道
内
を
傭
敵
す
る
と
、
投
資
効
果
の
検
討
が
お

ざ
な
り
な
も
の
が
目
に
つ
く
。

本
誌
Ｖ
０
１
．
１
で
紹
介
し
た
天
塩
川
水
系

サ
ン
ル
川
の
サ
ン
ル
ダ
ム
計
画
で
は
、
洪
水
調

節
に
よ
る
水
位
低
減
が
わ
ず
か
で
、
発
電
や
水

おざなりな
投資効果の
検討作業

｜

｜’
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釣り人だから見えてくる北海道の今
翻
一

耐
一
議
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矧呈鷲建設中･調杳中の
覧ダ蚤、

●管理者の｢建は建殴省｣、「農は農水省｣､道建は｢道建股部｣、

『道展は道農政部｣、「土改は土地改良区j

●種類の｢直は直轄ダム｣、「補は補助ダム｣、

「多は多目的ダム｣、「都用は都市用水」
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望
壹

識
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錘昌掘｜
かんがい

補 多悠
厚沢部町字峠下

上ノ国町内郷

厚沢部川水系鶉川
勺

天野川水系目名川蕊霊雪室
・
・
・
日
日
Ｊ
，

輯
一

庵庵

蕊
ー

母 卜111望
■■

1

P間 壁画;&"･函

｛
＝-告

函
本体工事中

湛水中

湛水中

完成

完成

計画中

箪備工事ヰ

調査中
中止

圭佳丁郡山

一
劃
》
》
鋪

趣
農
趣

石狩川水系当別川

望来川水系望来川

石狩川水系地蔵沢川

当別町十万坪

厚田村字望来

石狩町大字八幡町

補多

かんがい

かんがい

6.70

0.㈹

0.22

0

ﾘ■皿

■ー■■

岸
■
１ 曇室必ず

ヰ
ヰ
ヰ
ヰ
ヰ
ヰ
ヰ

耶
躯
蛎
礪
叩
礪
中
駆
中
中

工
工
工
工
工
工
工
水
両

‘
体
舶
閑
体
備
湛

本
蝋
畑
本
焔

圓
雄
留
苫
樽
上
民
大
幌

圏
内
萌
前
布
川
安
椴
進

■審咽
計画中

準備工事中
本体工事中

完成

本体工事中

工事中

本体工事中

計画中

天塩川水系三十号川

留萌川水系チバペリ川

古丹別川水系三毛別川

留萌川水系樽真布川

古丹別川水系ﾁｪポﾂﾅｲ川

ｻﾗｷｼﾅｲ川水系ｻﾗｷｼ14号川

大椴川水系大椴川

天塩IIl水系ペンｹｴぺｺﾛベﾂ111

天塩町オノップナイ

留萌市幌糠町

苫前町字三渓

留萌市樽真布町

苫前，’，町
天塩町字南更岸

小平町

幌 延 町

農
建
農
鍛
搬
塵
繊
農

かんがい

直多

かんがい

防災

防 災

かんがい

防災

かんがい

0.23

2.20

0.83

020

0.45

0.38

0.17

0.12

904

真
小

壁…〃

…

かんがい

0‘31

0．26

余市川水系小樽川

堀株川水系リャムナイ川

赤井川村字落合

共和町発足 鬼志別川水系鬼志別川

徳志別川水系ぺﾝｹｶﾖﾅｲ川

猿 払村

歌登町上徳志別

峰流

A‘些必鋪

雌
祉
瞬
梱
誰

一
牢
岬
ロ
ロ
幸
一
砲

鍵
鍵
農
農

白老川水系白老川

厚真川水系厚真川
安平川水系安平川

安平川水系支安平川

白老町森野

厚真 町字幌内
早来町字旭

早来町瑞穂

補多

補多

かんがい

かんがい

一
癖
岬
鋤
宰
緑
》

砺
型
“
弱

●
●
●
●

１
３
１
０

■…
完成

湛水中

準備工事中

本体工事中

本体工事中

叶画中

美幌町字古梅

網走市字卯原内

斜里町朱円

雄 武 町

浦里町

生田原町

網走川水系石切川

卯原内川水系卯原内川

奥蕊別川水系奥蕊別川

雄武川水系イソサム川

斜里川水系アタクチャ川

湧別川水系生田原川

農
農
農
農
農
農

かんがい

かんがい

かんがい

かんがい

かんがい

か んがい

0.29

0.34

0.57

0.21

0.53

0.12

圏
識
榊
榊

圏
谷
取
河

圓
二
平
浦

沙流川水系沙流川

沙琉川'水系額平川
向別川水系向別川

平取町字二風

平取町字芽

浦河町字上向

直
直
治

建
建
趣

谷
生
別

多
多
水

4.30

3.10

0.釦

垂生ず蝉

匿 珊
中止

完成

本体工事中

本体工事中

本体工事中

一
峠
岬
調
、
》
一
”

松 倉川水系松倉川

知内‘川水系ミナゴヤ川

大野川水系中二股沢川

宗山川水系宗山川

濁川水系濁川

函館市三森町・寅沢町

知 内 町

大野 町字中山

上磯町

森町

補多

かんがい

かんがい都用

防災

防災

鍵
農
農
鍛
率

一
榊
鋤
鋤
誕

哩
剛
》
癖
獅

“
輪
廻
週
、

●
●
●
●
●

０
０
０
０
０

中札内村

幕別町字日新

芽室町字伏見

鹿追町

十勝川水系札内川

十勝川水系稲志別川

十勝川水系美生川

十脚11水系第6西上幌内川

直多

かんがい

かんがい

かんがい

建
農
麗
麗

1．70

0．29

0．66

p940
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家この表は､平成8年12月現在の『建設中･頂査中のダム一覧』と平成7年12月現在の
『北蔀のごムー昏1審盛歩に_平魔1曄11日密士の密塀審垣位璽下晒存1.弁盛の下す→

－
１

’弓

rー－~-
石狩川水系忠別川

石狩川水系オヤウンナイ川

石狩川水系奥の沢川

石狩川水系ペーパン川
石狩川水系ｵｲﾁｬﾇﾝぺ川

石狩川水系二股川

天塩川水系サンル川

天塩川水系小沢川

鵡川水系八戸沢川

石狩川水系大沢川

一一口一一

東 神 楽 町 ・ 東 川 町

美瑛町美沢27線

富 良 野 市 西 達 布 3 の 山

旭川市東旭川町瑞種

旭川市神楽町

美瑛町字二股

下川 町
剣淵町西岡

占冠村上トマム

当麻町

ー一画■否B居巳r■■図■l■■■

3．70

0．47

0．44

0．27

0．39

0．40

4．50

0.”

0．06

0．11

一乙一

、
、
’
３
、
、

直 多

かんがl

かんがl

かんがC

かんがl

かんが↓

直 多

補多

補多

防災

呼華＝
建
農
農
農
農
農
建
鯉
塞
搬例

■
■

Ⅱ
■
■
■
F弓

F1

口ロ|弓 ’
一

P

一 一
石狩 川 水 系 空 知 川

石狩川水系幾春別川

石狩 川 水 系 奔 別 川

石狩川水系徳富川

石狩川水系豊沼奈江川

石狩川水系夕張川

石狩川水系幌加尾白利刷ll

石 狩 川 水 系 杵 臼 川

石狩川水系赤間の沢川

石狩川水系浦水一の沢川

一 一
町
沢
別
加
江
市
町
山

幌
井

里
桂
奔
北
奈
川
桜

市
市
準
字
滝
字

市
１
町
張
一
津
町

Ｉ

別
笠
笠
津
江
一
十
山

十
井

芦
三
三
新
奈
夕
新
栗
赤平市字百 戸

南富良野町

■鰯舜…

6．80

6．66

1．14

1.釦

0．95

15.10

0．50

0.08‐

0．27

0．10

一
》
剛
》
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榊
》
榊
榊
》
》

建
建
建
誕
農
餓
農
趣
農
農



‐

釣り人だから見えてくる北海道の今

…鰯隻 1画

産
卵
場
所
、
水
生
昆
虫
の
種
類
な
ど
を
調
べ
、

ま
ず
メ
モ
を
作
る
。
栄
養
素
や
土
砂
を
送
り
込

む
、
ま
わ
り
の
森
林
を
歩
い
て
み
る
。
地
元
の

古
老
に
昔
の
川
の
よ
う
す
な
ど
を
聞
く
。
こ
れ

ら
を
積
み
重
ね
る
と
、
ダ
ム
に
よ
る
ダ
メ
ー
ジ

が
鮮
明
に
な
っ
て
く
る
。

◎
仲
間
を
つ
く
っ
て
み
よ
う

個
人
で
や
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
や
は
り
仲

間
が
い
る
と
心
強
い
。
ま
ず
、
関
心
の
あ
り
そ

う
な
釣
り
仲
間
に
声
を
か
け
て
み
る
。
ど
こ
の

地
域
に
も
、
↑
魚
や
野
生
動
物
、
森
林
、
川
な
ど

に
詳
し
い
人
が
い
る
も
の
だ
。
気
軽
に
相
談
す

る
と
よ
い
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
る
だ
ろ
う
。

◎
事
業
者
に
説
明
を
さ
せ
よ
う

知
ら
な
い
間
に
工
事
が
進
ま
な
い
よ
う
に
、

事
業
者
に
説
明
し
て
も
ら
う
。
行
政
な
ど
か
ら

種
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
ケ
ー
ス
は
少
な
い
の
で
、

な
る
べ
く
早
く
要
望
す
る
と
よ
い
。
別
項
の
事

業
者
別
の
担
当
窓
口
を
参
照
し
て
ほ
し
い
。

◎直轄ダ:ﾑ(1級河川）

北海道開発局(念011.709.2311／代表)の河川計画・
河川工事･河川管理の各課
各開発建股部の治水課もしくはダム頚業所

◎補助ダｴ4(2級河川）

北海道庁(金011.231.4111／代表)の河川課

各土木現業所の治水謀もしくはダム事業所

◎かんがい鈍為(農水省関係）

道開発局の農業計画謀もしくは農業水利腺
各開建の農業開発事務所

◎かんがい釦へ(北海道関係）

道農政部の農村整瞳課もしくは土地改良指導課

各支庁の農政担当鯉 昔
は
権
力
的
な
お
役
人
が
い
た
よ
う
だ
が
、

い
ま
は
河
川
法
も
変
わ
り
、
市
民
の
意
見
を
反

映
さ
せ
る
時
代
。
担
当
者
も
柔
軟
に
な
っ
て
き

て
い
る
。
疑
問
点
は
ど
ん
ど
ん
聞
い
て
み
よ
う
。

た
だ
し
、
憤
り
の
あ
ま
り
、
喧
嘩
腰
に
な
る
の

は
避
け
た
い
。
あ
く
ま
で
、
聞
き
上
手
に
な
る

ほ
う
が
得
策
だ
。

◎
釣
り
人
に
与
え
る
損
害
を
試
算
し
よ
う

ダ
ム
で
釣
り
の
魅
力
は
激
減
す
る
。
ほ
か
の

川
に
出
向
く
こ
と
に
な
る
が
、
代
わ
り
の
川
は

な
い
か
も
し
れ
な
い
。
車
の
燃
料
代
、
仕
事
を

休
む
人
は
失
わ
れ
る
稼
ぎ
、
家
族
連
れ
で
釣
る

人
は
子
ど
も
に
与
え
る
教
育
、
情
緒
形
成
面
の

損
害
…
…
な
ど
を
金
銭
に
換
算
し
て
み
る
。

１
人
で
は
少
な
く
て
も
、
大
勢
の
釣
り
人
な

ら
多
額
に
な
る
は
ず
。
試
算
を
も
と
に
、
「
こ
の

損
害
を
ど
う
す
る
！
」
と
関
係
方
面
に
訴
え
、

一
般
の
人
に
説
明
し
て
い
け
ば
、
説
得
力
の
あ

る
話
に
な
る
だ
ろ
う
。

◎発電ダｪ笥

北海道電力(金011.251.1111／代表)、
電源開発(金011.221.8445)､道企童局など

◎水道用水ダ過

各自治体の水道担当部署

〆予
一

◎
問
題
点
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う

自
ら
調
べ
た
り
、
説
明
を
聞
い
た
り
し
て
分

か
っ
た
こ
と
を
、
釣
り
仲
間
や
地
域
の
人
た
ち

に
知
っ
て
も
ら
お
う
栂
釣
り
人
ら
し
い
チ
ラ
シ

を
作
っ
て
配
っ
て
も
い
い
。
気
軽
に
参
加
で
き

る
講
演
会
や
ス
ラ
イ
ド
・
ビ
デ
オ
上
映
会
、
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
の
催
し
を
や
っ
て
み
る
、
と
い

う
手
も
あ
る
。

報
道
関
係
者
の
な
か
に
も
、
き
っ
と
、
関
心

を
も
っ
て
い
る
人
が
い
る
は
ず
だ
。
声
を
か
け

る
と
記
事
に
な
る
か
も
じ
れ
な
い
（
本
誌
へ
の

投
稿
も
大
歓
迎
で
す
）
。
ま
た
、
説
明
し
て
く
れ

た
行
政
担
当
者
に
も
案
内
状
を
出
し
て
、
自
分

た
ち
の
主
張
を
伝
え
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。

知
恵
を
絞
る
と
、
い
ろ
ん
な
ア
イ
デ
ア
が
生
ま

れ
て
く
る
は
ず
だ
。

◎
生
態
系
を
壊
さ
な
い
よ
う
に
要
望
し
よ
う

投
資
効
果
が
小
さ
く
、
生
態
系
に
悪
影
響
を

与
え
る
ダ
ム
は
「
百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
」
。
調

べ
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
事
業
者
に
計
画
の
見

直
し
を
求
め
る
こ
と
が
大
切
だ
。
一
緒
に
現
場

を
調
べ
て
も
い
い
。
代
替
案
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
。
結
局
は
、
事
業
者
と
よ
く
話
し
合
う
こ

と
に
尽
き
る
。
粘
り
強
く
説
得
し
て
い
け
ば
、

打
開
策
が
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
。

I

◎
不
要
な
ダ
ム
の
撤
去
を
提
言
し
よ
う

既
設
ダ
ム
の
な
か
に
は
、
役
割
を
終
え
た
も

の
、
老
朽
化
し
て
機
能
し
て
い
な
い
も
の
が
あ

る
。
こ
れ
ら
の
ダ
ム
を
、
撤
去
す
る
よ
う
に
関

係
機
関
に
提
言
し
て
み
る
の
も
よ
い
か
も
し
れ

な
い
。魚

や
野
鳥
も
戻
っ
て
く
る
し
、
新
た
な
土
木

１

工
事
も
生
ま
れ
る
の
で
一
石
二
鳥
。
穂
ム
の
撤

去
と
と
も
に
、
〃
ビ
オ
ト
ー
プ
々
（
環
境
復
元
）

を
基
本
理
念
と
し
た
多
自
然
型
河
川
工
事
を
行

な
え
ば
、
行
政
に
対
す
る
評
価
も
高
ま
る
。
今

こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、
先
進
事
例
と
し
て
全
国

か
ら
注
目
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

事
業
者
も
、
釣
り
人
も
、
そ
し
て
一
般
市
民

も
、
自
然
の
姿
の
ご
く
一
部
が
分
か
っ
て
い
る

だ
け
で
、
ト
ー
タ
ル
に
把
握
で
き
て
い
る
人
は

少
な
い
（
研
究
者
で
さ
え
そ
う
か
も
し
れ
な
い
）
。

だ
か
ら
、
ひ
と
つ
の
ダ
ム
予
定
地
を
徹
底
的
に

調
べ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
を
種
み
重
ね
て
い

け
ば
、
誰
も
が
語
り
手
に
な
れ
る
の
か
も
し
れ

な
い
。釣

り
人
は
、
日
頃
か
ら
河
川
環
境
の
移
り
変

わ
り
を
肌
で
感
じ
て
い
る
は
ず
。
ダ
ム
問
題
を

追
い
か
け
る
釣
り
人
が
、
道
内
各
地
に
育
っ
て

ほ
し
い
。
⑳

発晒の役目を終え､老朽化が逆んだ鮭武町の幌内ダム。
現在は巨大な砂防ダムでしかない
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